
第 1章　教師という職業を選んで

　　1-1　やりがいをもつ教師　

　　1-2　清明の心をもつ教師　

　　1-3   学び続ける教師　

　　1-4　先人に学ぶ教師　

　　1-5　信頼される教師

　　コラム１　元教師から今の教師に伝えたいこと

　　　　　～教え子とのかかわりからみえた

　　　　　　　　　　　　　「教師の魅力」とは～

　　コラム２　保護者から先生方へ　

　　　　　　　　　　　　　～応援してます！～

『信州の教師　基礎・基本』の刊行にあたり
　　　    　　　　　　　　　　公益社団法人 信濃教育会 会長　大 日 方 貞 一
　
　本書に収められている一つ一つの「基礎・基本」は、子どもたちと真正面から向き合い、悩み、考
え、実践を重ねてきた先輩教師の歩みそのものです。そこには、時代が変わっても揺らぐことのない、
教師としての確かな軸が息づいています。
　教師を目指す学生や教師として歩み出した先生方にとっては、日々の実践の道標として、また、長
らく教壇に立たれてきた先生方にとっては、これまでの歩みを振り返りこれからの教育を見つめ直す
契機として、本書が皆様方に寄り添う存在となることを願っています。　　　

第 2章　授業づくりの基礎・基本

 　  2-1　子どもの姿をとらえる教師　

　　2-2　教材研究を楽しむ教師　

　　コラム３　「個別最適な学び」ってどんな学び

　　2-3　板書を考える教師

　　2-4　話し合いを深める教師　

　　コラム４　授業での社会活動への参画

　　2-5　授業を楽しむ教師　

　　2-6　子どもの発言を大切にする教師　

　　2-7　ICT 機器を活用する教師　

　　2-8　評価を生かす教師　

　  コラム５　総合的な学習の時間

第 3章　集団づくりの基礎・基本

　　3-1　集団づくりの重要性を知る教師　

　　3-2　年度当初の大切さを知る教師　

　　3-3　学級目標を生かす教師　

　　3-4　クラスの日常活動を支える教師　

　　コラム６　サインだけ？　委員会顧問の仕事

　　3-5　話し合い活動を支える教師　

　　3-6　子ども一人一人を大切にする教師　

　　3-7　子どもが中心となる活動を仕組む教師　

　   3-8　環境づくりの重要性を知る教師　

　第 1 章では、先生方が教師としてのやりがいや喜びを感じるとき、

壁にぶつかって苦しいとき、どんなことを意識していたかにふれるこ

とで、教師という仕事の魅力を再確認します。

　第 2 章では、子どもも先生も楽しいと思える授業の秘訣に迫りま

す。登場する先生も、もっとこうすればよかったと振り返りながら実

践を深めています。先生方の具体的な取り組みに学びながら、明日か

らの授業のヒントを探してみましょう。

　第 3 章では、子どもが安心して生活でき、個性が尊重され、一体感や達

成感が得られる集団を育てることについて焦点を当てています。

　学級目標を根付かせるには。子どもが納得する話し合いをするには。総合

的な学習の時間で、子どもが中心となる活動をするには……

　先生方の実践を読み、周りの方々と語ってみましょう。

　第 4 章では、子ども、先生方、保護者、地域の方々との信頼関係につい

て考えます。懇談会や学級通信で心がけていることや工夫、通知表の書き方

への悩み……等身大の先生方のエピソードから、自分の実践を深化させるア

イデアを探っていきましょう。

第 4章　信頼される教師をめざして

　　4-1　保護者との信頼関係を大切にする教師

　　4-2　懇談会のもち方を知る教師　

　　4-3　子どもの姿を積極的に発信する教師　

　　4-4　通知表のあり方を知る教師　

　　4-5　地域とのかかわりを大切にする教師

　　4-6　子どものためのほめ方・叱り方を知る教師

　　4-7　子どもへの接し方を知る教師

　　4-8　同僚との良好な関係を築ける教師

　　コラム７　教職員による主体的な研修
　　　　　　　　　　（小学校の先生方の実践例）
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■作る？　■食べる？　

■売る？　■体験する？ 

■見る？　■交流する？

■飼う？　■ PR する？□地域の川　　□地域の生き物

□地域の山　　□地域の食べ物

□地域の産業　□地域の人

□地域の建物　□地域の芸能

　４年生の頃、子どもたちは、学校の近くにある小沢川に

通い、魚を探したり、お気に入りの石を見つけたり、川に

飛び込んで全身ずぶ濡れになったり、思い思いに遊ぶこと

を楽しんだ。11 月、子どもたちは、小沢川で偶然出会った

天竜川漁業協同組合長さんから、渓流魚のアマゴの受精卵

を 200 粒ほどいただいた。そして、班ごとに用意した水槽

でアマゴを育てていった。

　５年生になり、子どもたちは “理想の水槽” をそれぞれ

に作り、自分の水槽にいるアマゴに、さらに親しみをもっ

て育てていった。しかし、５月の連休明けから、アマゴに

白点病が広がったり、アマゴが急にいなくなったりした。

子どもたちは “アマゴにとってよい環境” に目を向けて水

槽を作り直したり、病気を防ぐ方法を試したりしていたが、

７月、最後のアマゴが死んでしまった。

　子どもたちは、アマゴがいなくなった後も、学校の周り

で捕まえた水の生き物たちや、地域の方からいただいたメ

ダカやフナを、自分の水槽で育てることを楽しんでいった。

11 月、子どもたちは、今年もアマゴの発眼卵をいただける

との連絡を受け取った。子どもたちは「メダカやフナがい

る今の状況のなかで、自分はアマゴをどうしたいか」を、

それぞれに決め出していった。

「理想の水槽を作ってさ、そこでアマゴを育ててみたいんだよね」（R さん）

「もう一度 自分で飼いたいの」（A さん）

　「まず、こわがって見ようとしないこと。目を向けなければ何

もわからないから死んでしまう。大切なのだから、次は目を向

けてあげたい。次に前よりも、もっと愛してあげたい。知識も

増やして死なせないようにしたい」

（アマゴを受け取ると決めた F さんの振り返りから）
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コラム５ 　Well-being な学校生活を送るための

提案を、「アドバンス」として各テー

マの末尾にまとめています。

　また、先生方の実践を紹介し、応用

のヒントにもなるコラムや、教師とし

ての世界が広がるおすすめの書籍の紹

介も収録！




